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実験 腫瘍薄切切片の フ ー
リエ 変換型赤外線

分光 （FT−IR）顕微鏡に よる蛋白質二 次構造変
化部位のバ イオイメ ージ ング

ラ ッ ト骨髄細胞の 元素 マ ッ ピン グ
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　実験移植 癌組織内に は 中心壊死 部が 存在

し て い る こ とが多 い 。今回、不可視 の 赤外線

顕微鏡を使 用 して 、癌組 織内壊死 部 に含まれ

る コ レ ス テ ロ
ー

ル 成分 の 生 化学的分析 と蛋

白質 の 二 次構造変 化を周 囲の バ イ ア ブ ル な

腫 瘍部 と比較検討 した 。 対象は実験移植扁平

上 皮 癌組 織で あ り 、 凍結薄切切片 を BaF2 板
上 に載 せ て 風 乾後、FT −IR 顕微鏡 （IRT−30／
410M 型、日本 分光）で 計測 し た。計測条件

は、分解能 ：8cm
−1
、積算回数 ：20 回 、ア パ ー

チ ャ サイ ズ ： 50x501tm2 、透過 モ
ー

ドとした。
マ ッ ピ ン グ測定は 自動XY ス テ

ージ を用い て、
21x21＝441 ポイン トの 計測 を行 っ た。その 結

果、壊死 部に は コ レ ス テ ロ
ー

ル 由来 CH2 の

C −H 伸縮振動 に 帰属 され る 2926cm
−1

の ピー

ク 強度が大で ある こ とか ら、コ レ ス テ ロ ー
ル

の 沈着 が バ イ ア ブ ル な腫 瘍部 に比 し て 多 い

こ とが判明 した u また 、 蛋 白質由来の ア ミ ド

1（1600−1700cm
−1
）の カ

ーブ フ ィ ッ テイ ン グに

よ る 蛋 白質二 次構造の 解析 を試 み た結果、壊

死部 はバ イ ア ブ ル な腫瘍部に比 して 、洛 シ
ー

ト構造成分が増大 し て い る こ とが分か っ た。

以上 の 結果か ら、壊死部の 細胞膜損傷に よる

膜脂 質 由来の コ レ ス テ ロ
ー

ル 沈 着 と脂質 自

動酸化 に よ り、壊死部蛋 白質 の 構造変性 （G
シー

ト構造成分 の 増大） を惹起 し た もの と考

え られ た。

　骨髄細胞 の 元素組成 を新鮮凍結乾燥超薄

切片を用 い て イオ ン 顕微鏡 （IM ）と電子分光

結像法 （ESI）に よ りイ メ
ージ ン グで 表示 し元

素 の 分布を調べ た。材料 と方法 ：成体 の 正 常

ラ ッ トと 0．1％炭酸 リチ ウム を 自由に飲ませ 1
週 間 と 3ヶ A 後麻酔 して 大腿 骨骨髄を摘出 し

液 体窒 素 で 冷却 した 液 化プ ロ パ ン に浸漬 し

て 凍結 し た。凍結超 ミ ク ロ ト
ーム （Reichert

FC 　R） に よ り 60nm 切片 を作製し、グ リ ッ ド

上 の コ ロ ジオ ン 膜 と シ リ コ ン ウ ェ
ー

バ

（7mmx7mmxO ．2mm ）上 に張 り付 け、高真空

で 凍 結 乾 燥 し た。ク リ オ ス タ ッ ト切 片 は

C   oy
−Lebrun 液 固定 （30s） と Giemsa 原液

染色 （30s）後光顕 で 細胞像 を観 察 した 。 超薄

切片は透過電子顕微鏡で 細胞 を観察 し た。同

じ切片 を ESI （LEO912AB ）で 、ま た 同 じ切

片と シ リ コ ン ウ ェ
ー

バ 上 の 切 片 を IM （IMS −

6f）で観察 した 。 所見 ： リ ン パ 球、形質細胞、

巨核球、赤血球系、好 中球系 と好酸球系細胞

と肥満細 胞が観察 され た。IM に て Fe を均質

に持つ 赤血 球系細胞、Ca を均質に持 っ 大型細

胞 、高濃度 Mg 顆粒を持 つ 細胞、さらに A1，
K ，Ca，　 Fe，　 Cu，　 Zn を含む顆粒 を持 つ 細胞が

見 られ た 。 C は 切片 に均 質に 見 られ た が K ，

Na ，　 Mg
，
　 Na は細胞 に よ りまた細胞 の 部位 に

よ り特異な分布を示 し た。Liは 細胞内 に 均質

に見 られ た ， ESI では Ca はほ とん どの 細胞 で

核 に見 られ ない が、い くっ か の 細胞で まれに

観察 され た、肥 満細胞顆粒 に Cu が検出 され

たが Ca は顆粒 問に見 られ た。結論 ：電解質

と金 属元 素 が細 胞 に よ りま た細胞 内 で 特 異

な分布 を示 した。細胞 の 種類 と機 能 を調 べ

る。
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